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院
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辻
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彦
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提
出
農
畜
産
物
輸
入
白
由
化
・
枠
拡
大
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁 

書 

一
に
つ
い
て 

農
畜
産
物
の
市
場
開
放
に
つ
い
て
は
、
関
係
国
と
の
友
好
関
係
に
留
意
し
つ
つ
、
国
内
農
畜
産
物
の
需
給
動

向
等
を
踏
ま
え
、
食
料
の
安
定
供
給
の
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
我
が
国
農
業
の
健
全
な
発
展
と
調

和
の
と
れ
た
形
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
基
本
的
に
重
要
で
あ
る
。
牛
肉
、
か
ん
き
つ
等
の
輸
入
の
自
由
化
に
つ
い

て
は
、
我
が
国
の
生
産
事
情
等
か
ら
す
れ
ば
応
じ
難
い
諸
問
題
が
あ
る
。
か
か
る
観
点
か
ら
、
今
後
の
日
米
協

議
等
に
お
い
て
は
、
我
が
国
農
業
の
実
情
及
び
こ
れ
ま
で
の
市
場
開
放
措
置
等
を
相
手
国
側
に
十
分
説
明
し
、

そ
の
理
解
を
得
な
が
ら
適
切
に
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
。 

二
に
つ
い
て 



三
に
つ
い
て 

食
料
は
国
民
生
活
に
と
つ
て
最
も
基
礎
的
な
物
資
で
あ
り
、
そ
の
安
定
供
給
と
安
全
保
障
の
確
保
は
国
政
の

最
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
生
産
性
の
向
上
を
図
り
つ
つ
、
国
内
で
生
産
可
能
な
も
の
は
極
力

国
内
生
産
で
賄
う
と
い
う
方
針
の
下
に
、
昭
和
六
十
五
年
度
を
目
標
年
次
と
す
る
「
農
産
物
の
需
要
と
生
産
の

長
期
見
通
し
」
（
昭
和
五
十
五
年
十
一
月
七
日
閣
議
決
定
）
を
踏
ま
え
、
総
合
的
な
食
料
自
給
力
の
維
持
強
化
を

図
つ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

ま
た
、
我
が
国
農
業
の
体
質
強
化
を
図
る
た
め
、
経
営
規
模
の
拡
大
、
農
業
基
盤
の
整
備
、
農
業
技
術
の
開

発
・
普
及
等
の
施
策
を
総
合
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
産
性
の
向
上
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
技
術
と 

政
府
と
し
て
は
、
内
外
の
経
済
情
勢
と
世
界
経
済
に
占
め
る
我
が
国
の
地
位
を
踏
ま
え
、
今
後
と
も
、
適
切

か
つ
機
動
的
な
経
済
運
営
に
努
め
、
物
価
の
安
定
基
調
を
維
持
し
、
国
内
民
間
需
要
を
中
心
と
す
る
景
気
の
持

続
的
拡
大
を
図
り
、
内
需
中
心
の
経
済
成
長
を
達
成
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
る
。 

四 

 



 

五 

経
営
能
力
に
優
れ
た
中
核
農
家
や
高
能
率
な
生
産
組
織
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

右
答
弁
す
る
。 




